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Restricted Rights Legend
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サポート

次の HP Software サポート Web サイ トにアクセスして ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP Software オンラインサポートでは、 対話形式の技術サポート ツールに効率的にアクセスできます。 サポート

サイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート依頼と改善要求の提出およびト ラ ッキング

• ソフ ト ウェアパッチをダウンロードする

• サポート契約の管理

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のソフ ト ウェアユーザーとの情報交換の場への参加

• ソフ ト ウェア ト レーニング情報の検索とお申し込み

大部分のサポートには、 HP Passport へのユーザー登録とサインインが必要です。 また、 有効なサポート契約が

必要な場合もあ り ます。

サポートのアクセスレベルに関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp
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1 資料マップ
この章では、 HP Select Identity コネク タのドキュ メン ト構成について説明し、 コネクタのイン

ス トールと設定にドキュ メン トセッ ト を利用する方法について必要な情報を提供します。

図 1 は、 Select Identity コネク タの資料マップを示しています。 用意されている製品マニュアル

の一覧については、 表 1 を参照して ください。

図 1 資料マップ
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表 1 コネク タのドキュ メン ト

ドキュ メン トのタイ トルとファ イル名 内容
保存されている
場所

リ リース ノート

Oracle Connector v3.72 
Release Note.htm

このファ イルには、 コネク タの新
機能、 改善点、 既知の問題点と制
限、 サポート情報が記載されてい
ます。

コネク タディ レ
ク ト リの下の /

Docs/サブディ

レク ト リ 。

Connector Deployment Guide
 (Select Identity 4.20 用 )
connector_deploy_SI4.20.pdf

コネク タの配布ガイ ド。 次の情報
が記載されています。

• アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの
コネク タの配布。

• Select Identity によるコネクタ
の設定。

コネク タのインス トールに関する
一般的な情報については、 これら
のガイ ドを参照して ください。

製品リ リース
フォルダ直下に
ある /Docs/

ディ レク ト リ 。
Connector Deployment Guide
 (Select Identity 4.10 ～ 4.13 用 )
connector_deploy_SI4.13.pdf

Connector Deployment Guide
 (Select Identity 4.0 ～ 4.01 用 )
connector_deploy_SI4.pdf

Connector Deployment Guide
 (Select Identity 3.3.1 用 )
connector_deploy_SI3.3.1.pdf

Connector Installation and 
Configuration Guide
Oracle_guide.pdf

コネク タのインス トールと設定に
関するガイ ド。 特定のコネクタの
インス トール方法について説明し
ます。 設定の詳細がリ ソースごと
に示されます。

コネク タディ レ
ク ト リの下の /

Docs/サブディ

レク ト リ 。
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2 はじめに
この章では、 Oracle データベース用の HP Select Identity コネクタの概要について説明します。

Oracle データベース用の HP Select Identity コネクタを使用する と、 ユーザーのプロビジ ョ ニ

ングとアイデンティティ管理を Oracle データベースサーバーで行う こ とができます。 この章で

説明する内容は、 以下のとおりです。

• HP Select Identity の利点

• コネク タの役割

• Oracle データベース用のコネク タ

HP Select Identity について

HP Select Identity では、 新しい手法のアイデンティティ管理が実現されています。 Select 
Identity を使用する と、 複数のプラ ッ ト フォーム間、 アプ リ ケーシ ョ ン間、 および企業間のユー

ザーアカウン ト とアクセス権限のプロビジ ョ ニングや管理のプロセスを自動化できます。 Select 
Identity はコネクタを通じてエンタープライズ情報システムと通信し、 アイデンティティ管理作

業を自動化します。 エンタープライズ情報システムは 「 リ ソース」 と も呼ばれます。 リ ソースに
は、 データベース、 ディ レク ト リサービス、 ERP パッケージなどがあ り ます。

コネクタについて

リ ソース と Select Identity との接続を確立するには、 コネク タを使用します。 コネクタはリ

ソースによって異な り ます。 Select Identity と コネクタを組み合わせる と、 一連のタスクを リ

ソースで実行してアイデンティティ を管理するこ とができます。 コネクタには 「一方向型」 と
「双方向型」 のものがあ り ます。 一方向型のコネクタでは、 アイデンティティ を Select Identity
から管理できますが、 リ ソースに変更が発生しても、 それを Select Identity に伝えるこ とがで

きません。 双方向型のコネク タはリ ソースでは、 発生した変更を Select Identity に伝えるこ と

ができます。 この双方向型コネク タの特性は 「 リバース同期」 と呼ばれます。

Oracle コネクタについて

Oracle データベースサーバー用のコネクタ ( これ以後は単に Oracle コネク タ と します ) は、

Oracle データベースシステムでホスティングされるデータベーススキーマ内のユーザー情報を

Select Identity でプロビジ ョ ニングする場合に使用されます。 Oracle コネクタは、 Oracle デー

タベースサーバー上のデータベーススキーマで次の処理を実行できます。

• ユーザーの追加、 更新、 および削除
  9



• ユーザー属性の取得

• ユーザーの有効化と無効化

• ユーザーの存在の確認

• ユーザーパスワードの変更

• ユーザーパスワードの リセッ ト

• すべての使用権の取得

• 利用可能なユーザー属性の一覧の取得

• ユーザーに対する使用権の付与と破棄

• 使用権の追加、 更新、 および削除

さ らにコネク タは、 Oracle データベースサーバー内のデータの変更を Select Identity に送信で

きるエージェン ト も提供します。 サポート される リバース同期処理は以下のとおりです。

• Oracle データベースサーバー内のスキーマに含まれるパスワードの変更に応じて Select 
Identity に格納されているパスワードを変更する。

• Oracle データベースサーバー内のスキーマに対するユーザーの追加、 変更、 削除に応じて
ユーザーを追加、 変更、 削除する。

アーキテクチャの概要

図 2 は、 Oracle コネクタのアーキテクチャの概要を示しています。 コネク タは、 エージェン ト

ベースのモード とエージェン ト なしのモードの両方の動作に対応しています。 リバース同期をサ
ポートするには、 Select Identity サーバーにコネクタをインス トールし、 リ ソースシステム側に

エージェン ト をインス トールする必要があ り ます。 エージェン トは、 Oracle に対して加えた変

更と Select Identity の同期に使用されます。

このコネクタは、 データベースシステムのユーザーをプロビジ ョ ニングするものではあ り ませ
ん。 ユーザーが定義した、 Oracle データベースサーバー内のデータベーススキーマにユーザー

をプロビジ ョニングするものです。 データベースシステムのユーザーをプロビジ ョニングする場
合は、 Admin Oracle コネク タを使用して ください。

このコネクタは Select Identity バージ ョ ン 3.3.1 ～ 4.20 と組み合わせて使用できます。
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図 2 コネク タのアーキテクチャの概要

Oracle データベースサーバー上でフォワードプロビジ ョ ニングを行うために、 コネク タは直接、

またはエージェン ト を通じてデータベース と通信します。 エージェン トは、 ホス ト  (Oracle デー

タベース ) リ ソース側の変更を検出し、 Select Identity に SPML 通知を送信するこ とで変更を同

期させます。これによ り、Oracle コネクタは両方向にデータを送るこ とができます ( 図 2 を参照 )。
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インストールタスクの概要

コネク タのインス トールを開始する前に、 システム要件と、 インス トールに関するすべての前提
条件を満たしているこ とを確認して ください。 下記の表 2 は、 インス トールタスクの概要を示し

ています。

表 2 タスクの構成

タスク番号 タスク名 参照先

1 Select Identity サーバーへのコネクタの

インス トール。

13 ページの 「コネクタのイン

ス トール」 を参照。

— インス トール設定の計画。 14 ページの 「インス トールの

計画」 を参照。

— システム要件への対応。 16 ページの 「システム要件」

を参照。

— インス トール前のタスク : 要件に

応じた JDBC ド ラ イバまたは

JDBC データソースの有効化。

17 ページの 「インス トール前

のタスク」 を参照。

— アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの
RAR ファ イルの配布。

18 ページの 「コネクタ  RAR 
のインス トール」 を参照。

— 安全な JDBC 通信のための

Oracle の設定。

19 ページの 「安全な JDBC
をサポートするための Oracle
の設定」 を参照。

2 Select Identity でのコネク タの設定。 21 ページの 「Select Identity
でのコネクタの設定」 を参照。

3 Oracle サーバーへのエージェン トのイン

ス トール。

27 ページの 「エージェン トの

インス トール」 を参照。

— 前提条件の確認と対応。 27 ページの 「前提条件」 を参

照。

— インス トールウ ィザードによる
エージェン トのインス トール。

28 ページの 「エージェン トの

インス トール」 を参照。
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3 コネクタのインストール
この章では、 Select Identity サーバーに Oracle コネクタをインス トールする手順について詳し

く説明します。 この章で説明する内容は次のとおりです。

• Oracle コネクタのインス トールに必要なソフ ト ウェア。

• インス トール前のタスク。

• Oracle コネクタのインス トール手順。

Oracle コネクタのファイル

Oracle コネクタには、 次のファイルとフォルダが付属します。 これは、 Select Identity 
Connector リ リースフォルダの Oracle RDBMS - Genericディ レク ト リに収録されています。

表 3 Oracle コネク タのファ イル

シ リ アル
番号 ファイル名 説明

1 • Gen-Oracle-Connector.rar

(WebLogic 9.x 以外のすべての
プラ ッ ト フォーム構成用 )

• Gen-Oracle-Connector_WL9.rar

(WebLogic 9.x 用 )

コネク タが使用するバイナリ ファ イル。

2 Oracle-Gen-AgentInstaller コネク タエージェン ト をインス トール
する実行可能ファ イルを圧縮した ZIP
ファ イル。 このファ イルは、 コネクタ
リ リースフォルダの下の Agent 

Installersディ レク ト リにあ り ます。

3 Oracle-Gen-AgentInstaller-Sol
aris.tar

コネク タエージェン ト を Solaris プラ ッ

ト フォームにインス トールする実行可
能ファイルを圧縮した TAR ファ イル。

このファ イルは、 コネクタ リ リース
フォルダの下の Agent Installers

ディ レク ト リにあ り ます。

4 Oracle-Gen-AgentInstaller-HPU
X.tar

コネク タエージェン ト を HP-UX プラ ッ

ト フォームにインス トールする実行可
能ファイルを圧縮した TAR ファ イル。

このファ イルは、 コネクタ リ リース
フォルダの下の Agent Installers

ディ レク ト リにあ り ます。
  13



Oracle コネクタにはスキーマファイルは付属しません。 コネクタ用のマッピングファイルは、

Select Identity の属性マッピングユーティ リ ティ を使用して作成する必要があ り ます。 属性マッ

ピングユーティ リ テ ィの詳細については、 HP Select Identity 管理者向けオンラインヘルプを参

照して ください。

インストールの計画

Oracle コネク タのインス トールには次の 3 つの種類があ り ます。

• エージェン ト あ りのコネク タ。

• エージェン ト なし、 JDBC データソースあ りのコネクタ。

• エージェン ト なし、 JDBC ド ラ イバあ りのコネクタ。

計画 1: エージェン トありのコネクタ

このインス トール設定では、 コネク タはデータベースサーバー上のエージェン ト と通信し、 エー
ジェン トは JDBC 2.0 に準拠したド ライバを使用してデータベース と通信します。 またエージェ

ン トは、 Oracle 側に加えられた変更を Select Identity データベースにプッシュできます ( リ

バース同期 )。

図 3 エージェン ト あ りのコネク タのインス トール

計画 2: エージェン トなし、 JDBC データソースありのコネクタ

このインス トール設定では、 コネク タは JDBC 呼び出しを通じてデータベース と直接通信しま

す。 この場合は、 ターゲッ ト Oracle データベースと接続できる Select Identity サーバー上に

JDBC データソース ( およびその基本となる接続プール ) を作成するか、 データベースを特定す

る必要があ り ます。 この構成では、 リバース同期は行えません。
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図 4 エージェン ト なしのコネク タ : JDBC データソースベースの通信

計画 3: エージェン トなし、 JDBC ド ライバありのコネクタ

このインス トール設定では、 コネク タは JDBC 2.0 に準拠したド ラ イバを使用してデータベース

と通信し、 データベースサーバーにエージェン トはインス トールされません。 この設定では、 リ
バース同期は行えません。

図 5 エージェン ト なしのコネク タ : JDBC 2.0 規格ド ライバベースの通信
15



システム要件

Oracle コネクタは、 以下の環境でサポート されます。

Oracle コネクタは、 Windows 2003、 Solaris 9、 HP-UX 11i で稼動する Oracle 9i および 10g
データベースサーバーでサポート されます。

通信の安全性を確保するため、 このコネク タはデータベース通信用の安全な JDBC をサポート

しています。 設定情報については、 安全な JDBC をサポートするための Oracle の設定 19 ペー

ジを参照して ください。

Oracle は国際化されており、 Java の Unicode 仕様でサポート されている言語に対応していま

す。 英語以外のプラ ッ ト フォームでコネク タを使用する場合は、 以下の前提条件を満たしている
こ とを確認する必要があ り ます。

• Select Identity サーバーを国際化に対応するよ うに設定する必要があ り ます。 詳細について

は、 『HP Select Identity インス トールガイ ド』 を参照して ください。

• Oracle データベースが国際化に対応するよ うに設定されている必要があ り ます。 データベー

スの形式は、 UTF-8 エンコードである必要があ り ます。 UTF-8 に対応するよ うにデータ

ベースを設定するには、 データベース設定アシスタン ト ツールを使用して、 次のキャラ ク タ
セッ ト設定でデータベースを作成するか、 そのよ うな設定に変更します。

— Database Character Set: Use Unicode (AL32UTF8)

— National Character Set: UTF8

表 4 Oracle コネクタのプラ ッ ト フォーム一覧

Select Identity の

バージ ョ ン アプ リ ケーシ ョ ンサーバー データベース

3.3.1 WebLogic 8.1.4 (Windows 
2003)

Microsoft SQL Server 2000

WebLogic 8.1.4 (Solaris 9) Oracle 9i

WebLogic 8.1.4 (HP-UX 11i) Oracle 9i

WebSphere 5.1.1 (HP-UX 11i) Oracle 9i

WebSphere 5.1.1 (Windows 
2003)

Oracle 9i

4.0-4.20 Oracle コネクタは、 Select Identity 4.0 ～ 4.20 のすべてのプ

ラ ッ ト フォーム構成でサポート されます。
16 第 3 章



インストール前のタスク

インス トールを始める前に、 インス トール計画に合わせてコネクタ と Oracle データベースの間

の通信モードを有効にする必要があ り ます。

JDBC ド ライバベースの通信の有効化

WebLogic

WebLogic を利用する場合に JDBC 2.0 規格に準拠したド ラ イバベースの通信を有効にするには、

ojdbc14.jar ファ イルを Select Identity サーバーにコピーしなければなり ません。 JDBC ド ラ

イバベースの通信を有効にするには、 以下の手順を実行します。

1 ojdbc14.jar ファ イルを入手します。

2 WebLogic 上の Select Identity の場合 :

a ファ イルを Select Identity サーバー側にコピーします。

b アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの CLASSPATHにファイルを追加します。 アプ リ ケーシ ョ ン

サーバーの CLASSPATHにファイルを追加するには : 

— Windows 環境の WebLogic の起動スク リプ ト myStartWL.cmd を編集します。

— UNIX 環境の WebLogic の起動スク リプ ト myStartWL.sh を編集します。
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WebSphere

Oracle をバッ クエンドデータベース と して使用する WebSphere で Select Identity を使用する

場合は、 Select Identity をインス トールした時点ですでに WebSphere の CLASSPATHに Oracle 
JDBC ド ラ イバが追加されていますので、 この手順は省略してください。 SQL URL と ド ラ イバ

文字列は、 Select Identity のインス トール時に使用した JDBC ド ラ イバのドキュ メン トに記載

されています。 Select Identity で リ ソースを作成する と きも同じ情報を指定します。

Microsoft SQL Server を使用する WebSphere でバッ クエンドデータベース と して Select 
Identity を使用する場合は、 JDBC ド ラ イバファ イル ojdbc14.jar を %WAS_HOME%/lib/

ext/ にコピーします。 この 「%WAS_HOME%」 は、 たとえば D:\WebSphere\AppServer の

よ うな場所を意味します。

JDBC データソースベースの通信の有効化

コネク タ と Oracle データベースの間で JDBC データソースベースの通信を有効にするには、

Select Identity をホスティングするアプ リ ケーシ ョ ン サーバーに JDBC データソースを新規作

成するか、 または既存の JDBC データソース とその基本となる接続プールを使用します。

WebLogic で JDBC データソースを新規作成するには、 次の操作を行う必要があ り ます。

• [ グローバルト ランザクシ ョ ンを受け入れる ] オプシ ョ ンの選択を解除します。

• [ 非 XA ド ラ イバ用に 2 フェーズ コ ミ ッ ト をエ ミ ュレート ] オプシ ョ ンを選択します。

WebSphere で JDBC データソースを新規作成するには、 次の操作を行う必要があ り ます。

• ターゲッ ト Oracle データベースのユーザー ID の J2C 認証データエン ト リ と してデータ

ソースを作成します。

• JDBC プロバイダを配布します。 データベース との接続に使用できるのは、 XA タイプのド

ライバのみです (XA 以外のタイプのド ライバは、 Select Identity の既存の JDBC データ

ソース と競合します )。

• JDBC プロバイダのデータソースを作成し、 適切な JNDI 名を指定します。 この名前は、

Select Identity でのリ ソースの作成時に使用されます。

コネクタ  RAR のインストール

コネク タの RAR ファ イル (Gen-Oracle-Connector.rar または

Gen-Oracle-Connector_WL9.rar) を Select Identity サーバーにインス トールするには、 ま

ずそのファ イルを Select Identity のローカルサブディ レク ト リにコピーし、 その上でアプリ

ケーシ ョ ンサーバーにファ イルを配布する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの
RAR ファ イルの配布については、 『HP Select Identity Connector Deployment Guide』 を参照

して ください。

ターゲッ トデータベースは、 XA タイプド ラ イバを経由した接続をサポートできる、 またはサ

ポートするよ うに設定できる必要があ り ます。 たとえば、 WebSphere の XA ド ラ イバを使用し

て JDBC プロバイダを作成するには、 ターゲッ ト となる Microsoft SQL Server 2000 に JTA 関

連のス ト アドプロシージャをインス トールしなければなり ません。

ターゲッ トデータベースがこれをサポート しないと きは、 JDBC ド ラ イバベースのインス トー

ルをお勧めします。

WebSphere に RAR を配布する と きは、 JNDI プール名を次のよ うに入力します。
eis/Gen-OracleConnector
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安全な JDBC をサポートするための Oracle の設定

安全な JDBC をサポートするよ うに Oracle サーバーを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 $ORACLE_HOME/bin に次のコマンドを入力し、 Oracle Net Manager を起動します。

run netmgr

2 ナビゲーシ ョ ンウ ィンド ウで [ ローカル ] → [ プロファイル ] を展開します。

3 フレーム右上部のド ロ ップダウン メニューから [Oracle Advanced Security] を選択します。

[Oracle Advanced Security] という タブ付きウ ィ ンド ウが表示されます。

4 [ 暗号化 ] タブをク リ ッ ク します。

5 ド ロ ップダウン メニューから [SERVER] を選択します。

6 [ 暗号化タイプ ] ド ロ ップダウン メニューから [ 適用 ] を選択します。

7 適切な方式を [ 使用可能なメ ソ ッ ド ] リ ス トから [ 選択メ ソ ッ ド ] リ ス トに移動します。
19



8 選択したそれぞれの暗号化方式について、 コネク タ リ ソースの作成時に [ 暗号化アルゴ リズ

ム ] フ ィールドに必ず同じ方式を指定して ください (23 ページの表 5 を参照 )。 次の表は、

受け入れる方式のサーバー側の設定がク ライアン ト側の暗号化設定と一致する場合のセキュ
リ ティ設定を示しています。 ク ラ イアン ト側とサーバー側の設定が必ず ON 状態となるよ う

に設定して ください。

ON ( 安全な JDBC 接続 )

OFF ( 安全でない JDBC 接続 )

接続失敗 ( ク ライアン ト とサーバーの間の接続失敗 )

9 [ ファイル ] → [ ネッ トワーク構成の保存 ] を選択します。sqlnet.ora ファ イルが更新されます。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー側で SSL が有効になっているこ とを確認します。 たとえば

WebLogic では、 現在実行しているサーバーを選択し、 [ セキュ リ ティ ] タブの [SSL リ ス

ナー ] ボッ クスにチェッ クマークを付けます。 SSL を有効にしたと きは、 アプリ ケーシ ョ ン

サーバーを再起動してください。

ク ラ イアン ト側
拒否

ク ライアン ト側
受け入れ
( デフォルト )

ク ラ イアン ト側
要求

ク ライアン ト側
必須

ク ライアン ト側
拒否

OFF OFF OFF 接続失敗

ク ライアン ト側
受け入れ

( デフォルト )

OFF OFF ON ON

ク ライアン ト側
要求

OFF ON ON ON

ク ライアン ト側
必須

接続失敗 ON ON ON
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4 Select Identity でのコネクタの設定
この章では、 Select Identity で Oracle コネクタを設定する手順について詳し く説明します。 こ

の章では、 Select Identity で Oracle コネク タを設定する手順を学習できます。

設定手順

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにコネク タの RAR ファ イルを配布したら、 Select Identity 側でコネ

クタを設定して ください。 Select Identity で Oracle コネクタを設定するには、 以下の手順を実

行します。

1 新しいコネク タの追加

2 新しいリ ソースの追加

3 属性のマッピング

新しいコネクタの追加

ユーザーインタフェースを利用して Select Identity に新しいコネク タを追加します。 コネクタ

を追加する と きは、 以下のよ うに操作します。

• [ コネクタ名 ] テキス ト ボッ クスにコネクタの名前を入力します。

• [ プール名 ] テキス ト ボッ クスに 「eis/Gen-OracleConnector」 と入力します。

• [ 利用できるマッパー ] セクシ ョ ンで [はい ] を選択します。

Select Identity に新しいコネクタを追加する方法については、 『HP Select Identity Connector 
Deployment Guide』 を参照して ください。

新しいリソースの追加

新たに追加したコネク タを使用する新しいリ ソースを Select Identity に追加します。 Select 
Identity にリ ソースを追加する方法については、 『HP Select Identity Connector Deployment 
Guide』 を参照して ください。

リ ソースを追加する前に、 Select Identity の属性マッピングユーティ リ ティ を使用してデータ

ベースで利用できるテーブルから Oracle コネクタ用にマッピングファ イルを作成して ください。
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マッピングファイルの作成

コネク タ用のマッピングファ イルを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 属性マッピングユーティ リ ティ を使用して、 Oracle コネクタ用のマッピングファ イル (XML
ファ イルと XSL ファ イル ) を作成します。 マッピングファ イルを配置する場所を

(<base_directory>) [Base Directory] フ ィールドに指定します。 属性マッピングの詳細につ

いては、 HP Select Identity 管理者向けオンラインヘルプを参照して ください。

2 属性マッピングユーティ リ ティで作成した XML ファ イルと XSL ファ イルを次の場所に配置

します。

WebLogic:

a WebLogic の CLASSPATHで使用できるフォルダを指定します。 このフォルダに XSL ファ

イルを配置します。

b 上記フォルダの com\trulogica\truaccess\connector\schema\spmlパスに

XML ファ イルを配置します。

WebSphere:

a Websphere の CLASSPATHのデフォルト フォルダは <WebSphere_Install_Dir>/
AppServer/lib/ext です。 このフォルダの直下に XSL ファ イルを配置します。

b <WebSphere_Install_Dir>/AppServer/lib/ext フォルダの

com\trulogica\truaccess\connector\schema\spmlパスに XML ファ イルを配

置します。

リソースの設定

Select Identity のユーザーインタフェースから Oracle コネクタの リ ソースを追加します。 次の

表を参照し、 リ ソースの基本情報ページとアクセス情報ページにリ ソースのアクセスパラ メータ
を入力します。

• エージェン ト をインス トールして使用する場合は、 データベースド ライバ文字列とエージェ
ン ト ポートの各フ ィールドに適切な値を入力します。 JDBC データソース文字列のフ ィール
ドは空のまま残します。

• エージェン ト をインス トールして使用しない場合は、 エージェン ト ポートのフ ィールドを空
のまま残します。 データベースド ラ イバ文字列または JDBC データソース文字列のフ ィール
ドに適切な値を入力して ください。
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表 5 リ ソース設定パラ メータ

フ ィールド名 値の例 説明 コ メン ト

リ ソース名 Gen-Oracle リ ソースの名前。

コネクタ名 Gen-Oracle 新たに配布したコネクタ。 Select Identity 3.3.1 で

は 「リ ソースタイプ」
と表記されています。

信頼できる
ソース *

いいえ この リ ソースが、 使用環境で
ユーザーデータの信頼できる
ソース と して運用されている
システムであるかど うかを示
しています。 コネク タで リ
バース同期が有効な場合は、
[ はい ] を指定します。 リ

ソースを信頼できない場合
は、 リバース同期でリ ソース
が変更できるのはユーザーの
使用権のみです。

グループに
関連付け

システムがグループの概念を
使用しているかど うかを示し
ています。 このコネクタで
は、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。

このフ ィールドは 
Select Identity 3.3.1 の

みに適用されます。

Server Name HP0111 データベースサーバーのホス
ト名または IP アドレス。

エージェン ト をインス トール
した場合は、 このパラ メータ
を指定して ください。

JDBC データソース

ベースの通信でエー
ジェン ト なしのコネク
タを設定する場合は、
このフ ィールドを空の
まま残して ください。

Server Port 1521 データベースサーバーが待機
しているポート。 エージェン
ト をインス トールした場合
は、 このパラ メータを指定し
て ください。

JDBC データソース

ベースの通信でエー
ジェン ト なしのコネク
タを設定する場合は、
このフ ィールドを空の
まま残して ください。

Username sa データベース管理ユーザーの
ログイン名。 エージェン ト を
インス トールした場合は、 こ
のパラ メータを指定して くだ
さい。

JDBC データソース

ベースの通信でエー
ジェン ト なしのコネク
タを設定する場合は、
このフ ィールドを空の
まま残して ください。

Password P4ssword データベース管理ユーザーの
パスワード。 エージェン ト を
インス トールした場合は、 こ
のパラ メータを指定して くだ
さい。

JDBC データソース

ベースの通信でエー
ジェン ト なしのコネク
タを設定する場合は、
このフ ィールドを空の
まま残して ください。
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Agent Port 5601 エージェン トが接続の受信を
待機するポート。 エージェン
ト をインス トールした場合
は、 このパラ メータを指定し
て ください。

エージェン ト なしのコ
ネク タをインス トール
する場合は、 この
フ ィールドを空のまま
残して ください。

SQL URL jdbc:oracle:thin JDBC 接続経由によるデータ

ベース との通信に使用する
URL。 エージェン ト をインス

トールした場合は、 このパラ
メータを指定して ください。

JDBC データソース

ベースの通信でエー
ジェン ト なしのコネク
タを設定する場合は、
このフ ィールドを空の
まま残して ください。

データベース名 /
サービス名

testDB ユーザーをプロビジ ョ ニング
するデータベースの名前。
エージェン ト をインス トール
した場合は、 このパラ メータ
を指定して ください。

JDBC データソース

ベースの通信でエー
ジェン ト なしのコネク
タを設定する場合は、
このフ ィールドを空の
まま残して ください。

Database 
Driver String

oracle.jdbc.driver
.OracleDriver

データベースとの接続に使用
する JDBC ド ラ イバの名前。

エージェン ト をインス トール
した場合は、 このパラ メータ
を指定して ください。

JDBC データソース

ベースの通信でエー
ジェン ト なしのコネク
タを設定する場合は、
このフ ィールドを空の
まま残して ください。

Mapping File Mapping.xml 属性マッピングユーティ リ
ティ を使用して作成された
マッピングを記録したマッピ
ングファ イル。 Select 
Identity サーバーに認識させ

るには、 マッピングファ イル
を install/conf/com/ 
trulogica/truaccess/
connector/schema/spml

ディ レク ト リに配置する必要
があ り ます。

JDBC データ

ソース文字列

Jdbc/
SQLDataSource

ターゲッ ト Oracle データ

ベースと接続できる Select 
Identity サーバに作成され

た、 または同サーバで指定さ
れた JNDI データソースの名

前。 エージェン ト をインス
トールしていない場合は、 こ
のプロパティに値を指定して
ください。

JDBC ド ラ イバベースの

通信(エージェン ト あ り、

またはなし ) で使用する

コ ネ ク タ を設定する と
きは、 このフ ィールドを
空のまま残します。

Encryption 
Specification 
Algo

oracle.net.encryp
tion_types_client

暗号化アルゴ リ ズムを指定す
る文字列。

表 5 リ ソース設定パラ メータ

フ ィールド名 値の例 説明 コ メン ト
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* 信頼できる リ ソースを作成する代わりに、 同期させる属性の信頼できる属性 ( 次の手順を

参照 ) を作成するこ と もできます。 信頼できないリ ソースでは、 使用権はデフォルトで信頼

されますが、 その他の属性は信頼されません。

属性のマッピング

Oracle コネク タの リ ソースを正し く追加したら、 リ ソースの属性を Select Identity の属性に

マッピングして ください。 必要に応じて Select Identity に新しい属性を追加します。 属性の

マッピングと作成については、 『HP Select Identity Connector Deployment Guide』 を参照して

ください。

属性のマッピングが完了する と、 コネク タを使用してサービスを作成できるよ うにな り ます。 ま
たは、 コネク タ と既存のサービスを関連付けられるよ うにな り ます。 Select Identity のサービス

の詳細については、 『HP Select Identity 管理者向けオンラインヘルプ』 の 「サービス工房」 の

章を参照して ください。

Encryption 
Algorithm

RC4_128 暗号化アルゴ リ ズムの名前。 20 ページの手順 8 で指

定したアルゴ リズムと
同じであるこ とを確認
して ください。

Encryption 
Specification 
Level

oracle.net.encryp
tion_client

暗号化レベルを指定する文字
列。 Oracle との安全な通信

を使用する場合は、 このパラ
メータを指定して ください。

Encryption 
Level

ACCEPTED 暗号化レベル。 Oracle との

安全な通信を使用する場合
は、 このパラ メータを指定し
て ください。

表 5 リ ソース設定パラ メータ

フ ィールド名 値の例 説明 コ メン ト
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5 エージェン トのインストール
この章では、 Oracle コネクタのエージェン トの概要と、 Oracle データベースサーバーにエージェ

ン ト をインス トールする手順について説明します。 この章で説明する内容は以下のとおりです。

• エージェン トの役割。

• エージェン トのインス トール手順。

エージェン トについて

Oracle コネク タのエージェン トは、 リ ソースに対してフォワードプロビジ ョニング処理を行い、

Oracle データベースに加えられた変更を SPML リ クエス ト形式で Select Identity の Web サー

ビスに戻します。 データベース内のユーザーを追加、 変更、 または削除する と、 エージェン トに
よる変更の収集が開始されます。 その後、 エージェン トの リバース同期コンポーネン トが SPML
形式で Select Identity の Web サービスに変更を戻します。 リバース同期の実行中にエラーが発

生する と、 エージェン トは処理を中止します ( コネクタの動作には影響しません )。 リバース同

期を行うには、 エージェン ト をインス トールし、 設定する必要があ り ます。

Oracle エージェン トは、 Select Identity の Web サービス との通信に HTTPS による安全なチャ

ネルをサポート しています。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー側でも、 SSL(Security Socket Layer) を
設定して ください。 エージェン ト を設定する と きに、 リバース同期時のエージェン ト と Select 
Identity の間の安全な通信を有効にします。 エージェン トは自動的に Select Identity から証明

書をインポート し、 安全な通信を開始します。

Oracle データベースサーバーへのエージェン トの

インストール

Select Identity サーバーに Oracle コネクタをインス トールする と、 インス トール計画に合わせ

てデータベースサーバーにエージェン ト をインス トールできるよ うにな り ます。 リバース同期が
不要な場合は ( 計画 2 と計画 3) この章全体を省略できます。 ただし、 リバース同期が必要な場

合は ( 計画 1)、 エージェン トのインス トールが必須条件です。 エージェン ト を使用するこ とで、

Select Identity にデータを送信できるよ うにな り ます。

前提条件

Oracle データベースにエージェン ト をインス トールする前に、 以下の前提条件を満たしている

こ とを確認して ください。

• Select Identity の属性マッピングユーティ リ ティ を使用して、 XML および XSL 形式のマッ

ピングファ イルを作成する必要があ り ます。
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• エージェン トのインス トールでは、 ローカルシステムでマッピングファ イルの使用が必要と
なるため、 マッピングファ イルを リ ソース (Oracle データベースサーバー ) システムにコ

ピーして ください。

• データベースド ラ イバファ イル (ojdbc14.jar) を Oracle システムにコピーします。 この

ファ イルは、 データベースサーバーの CLASSPATHに配置してください。

• bouncy jar を <JRE_HOME>/lib/extディ レク ト リにコピーします。

使用中の jdk バージ ョ ンに適した BouncyCastle Provider jar ファ イルを http://
www.bouncycastle.org/ からダウンロード して、 jar ファ イルを <JRE_HOME>/lib/
extディ レク ト リにコピーします。

JDK 1.4 以降を使用中の場合、 JDK のダウンロード場所から US_export_policy.jar を

ダウンロード して、 jar を <JRE_HOME>/lib/securityディ レク ト リにコピーする必要

があ り ます。 詳細については、 JCE に関する Sun の文書を参照して ください。

• システムに Java 1.4.2 以降がインス トールされ、 環境変数 JAVA_HOMEが設定されているこ

とを確認して ください。 また、 システム変数 PATHに %JAVA_HOME%\bin が指定されて

いるこ と も確認して ください。

エージェン トのインストール

エージェン トのインス トールにはインス トールウ ィザードを使用できます。 ウ ィザードは、
Windows 環境へのインス トールでは Oracle-Gen-AgentInstaller ファ イルに格納され、

UNIX 環境へのインス トールでは Oracle-Gen-AgentInstaller-HPUX.tar または

Oracle-Gen-AgentInstaller-Solaris.tar ファ イルに格納されています。 インス トール

ウ ィザードを実行してエージェン ト をインス トールするには、 以下の手順を実行します。

Windows

1 Oracle-Gen-AgentInstaller ファ イルの内容を展開します。 このファ イルは、 コネクタ

リ リースフォルダの Agent Installersディ レク ト リに収録されています。

2 Generic-Oracle-Connector-Installer.exe ファ イルを実行します。 このファ イルは、

target_dir\CDROM_Installers\Windows\Disk1\InstData\NoVMディ レク ト リに保

存されています。 ウ ィザードの [Introduction] 画面が表示されます。

また、 LAX_VM引数をウ ィザードに直接渡し、 正しい実行可能ファイル java.exe を

指定するこ と もできます。 たとえば、 「install.exe LAX_VM 

c:\java14\bin\java.exe.」 のよ うに指定します。
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3 [Next] をク リ ッ ク します。 [Choose Install Folder] 画面が表示されます。

4 インス トールディ レク ト リ を指定し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Choose Shortcut Folder] 画
面が表示されます。
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5 製品アイコンのインス トール先を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Pre-Installation 
Summary] 画面が表示されます。

6 インス トールの概要情報を確認し、 [Install] をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されま

す。 インス トールの実行中は、 [Set CLASSPATH] 画面が表示されます。
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7 データベースサーバーの System ク ラスパスにデータベースド ライバファ イル

(ojdbc14.jar) が含まれるこ とを確認し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Choose Mapping 
File] 画面が表示されます。

8 [Choose] を選択してマッピングファ イルを探し、 ファ イルを選択します。 これによ り、 マッ

ピングファ イルが <install_dir>/conf/com/trulogica/truaccess/connector/
schema/spmlディ レク ト リにコピーされます。 この 「<install_dir>」 は、 エージェン

トのインス トールフォルダを意味します。

9 [Next] をク リ ッ ク します。 [Configuring the Agent] 画面が表示されます。
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10 [Configuring the Agent] 画面で設定パラ メータを指定します。 これらのパラ メータについて

は、 以下の表を参照して ください。

パラ メータ  説明 値の例

DB_PORT データベースサーバーが待機
しているポート。

1521

DB_DRIVER データベースとの接続に使用
する JDBC ド ラ イバ。

oracle.jdbc.driver.OracleDriver

DB_URL データベースとの通信に使用
する JDBC URL 文字列。

jdbc:oracle:thin

SERVICE データベース名。 SI_DB

SERVER_
SECURE

エージェン ト と Select 
Identity の間の通信を安全な

通信にするかど うか指定しま
す。 デフォルトでは、 安全で
ない通信が使用されます。

安全な通信 (HTTPS) を使用する

場合は、 このボッ クスにチェッ
クマークを付けます。

CONCERO_
SERVER_URL

Select Identity Web サービス

の URL。
http://host:port/lmz/ webservice

( 安全な通信では、 http ではな

く https を指定します )

PollDelay 逆方向ポーリ ングのポーリ ン
グ遅延 ( 単位は秒 )。

10

AGENT_PORT Select Identity からのユー

ザープロビジ ョ ニング リ クエ
ス ト をエージェン トが待機す
るポート。

5601
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値を指定したら、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Create Keystore] 画面が表示されます。

11 [Create Keystore] 画面では、 キーを格納するキース ト アを作成するための構成パラ メータを

指定します。 キース ト アはリ ソースパスワードを暗号化するために使用されます。 構成パラ
メータは以下の表で解説します。

MAPPING_FILE 属性マッピングユーティ リ
ティ を使用して作成した XML
マッピングファ イル。 まだ
XML ファ イルを作成していな

い場合は、 後から この値を変
更できます。

Mapping.xml

SPML_DELAY エージェン トから連続して送
信される SPML リ クエス トの

遅延間隔 ( 単位はミ リ秒 )。
ネッ ト ワークまたは Select 
Identity サーバーの動作が遅

いと きは、 この値を大き く設
定します。

10000

NO_OF_
RETRIES

障害時にエージェン トが
SPML リ クエス トの再送信を

繰り返す回数を指定します。

10

DELAY_BETWEEN
_RETRIES

再試行の遅延間隔を指定しま
す ( 単位はミ リ秒 )。

10000

パラ メータ  説明 値の例

インス トール後にこれらの値を変更する と きは、 properties.ini ファ イルを編集

します。 このファ イルは、 <install_dir>\confディ レク ト リにあ り ます。
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値を指定したら、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Configure Operational Attributes] 画面が表示

されます。

12 リバース同期の要求時に Select Identity サーバーに送信される操作属性を指定します。 これ

らの属性については、 以下の表を参照して ください。

パラ メータ  説明 値の例

keystore file name キース ト アのファ イル名。 mykeystore

keystore password キース ト アのパスワード。 mypass

key alias キーの名前。 mykey

key password このキーのパスワード。 mypass

属性 説明

UserIDAndOrDomainName Select Identity の管理ユーザーのユーザー ID。

 password 管理ユーザーのパスワード。

reverseSync リバース同期を有効にする と きは、 このボッ クスに
チェッ クマークを付けます。

resourceType リバース同期の実行時に使用される XSL ファ イルの名

前 ( 拡張子 .xsl は付けません )。

　

resourceId Oracle コネクタ用に作成された Select Identity リ ソー

スの名前。
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属性を入力したら、 [Next] をク リ ッ クします。 [Connection Credentials] 画面が表示されます。

13 エージェン トがデータベース との接続時に使用する Oracle ユーザーのユーザー名とパス

ワードを指定します。 このユーザーには管理者権限が必要です。 指定したら、 [Next] をク

リ ッ ク します。 [Reverse Trigger Install] 画面が表示されます。

14 リバース同期を有効にするには、 リバース ト リガをインス トールする必要があ り ます。 ト リ
ガをインス トールします。 [Install Triggers Now] ボッ クスにチェッ クマークを付け、 [Next]
をク リ ッ ク します。 [Trigger Install Summary] 画面が表示されます。

インス トール後にこれらの値を変更する と きは、 opAttributes.properties

ファ イルを編集します。 このファ イルは、 <install_dir>\confディ レク ト リに

あ り ます。
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15 詳細なログの内容を確認します。 [ShowLogs] ボッ クスにチェッ クマークを付け、 [Next] をク

リ ッ ク します。 [Detailed Logs] 画面が表示されます。

16 [Next] をク リ ッ ク します。 [Agent Installation Mode] 画面が表示されます。

17 [Agent Installer Mode] 画面では、 以下のいずれかの操作を行います。

• エージェン ト を Windows サービス と して実行する場合は、 [As Windows Service] ラジ

オボタンを選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Windows Authentication Parameters]
画面が表示されます ( 手順 18 を参照 )。

• エージェン ト をコンソールアプリ ケーシ ョ ンと して実行する場合は、 [As Console 
Application] ラジオボタンを選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Install Complete] 画面

が表示されます ( 手順 21 を参照 )。
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18 [Windows Authentication Parameters] 画面には、 管理者権限を持つ Windows ユーザーの

ユーザー名とパスワード、 およびエージェン トサービス名を指定するためのフ ィールドが表
示されます。

19 エージェン トサービスの名前、 および Windows 管理ユーザーのユーザー名とパスワードを

入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Start SQL Connector Service] 画面が表示されます。

20 インス トールの完了後、 エージェン トサービスが直ちに開始されるよ うに設定します。
[StartService] ボッ クスにチェッ クマークを付け、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Install 
Complete] 画面が表示されます。
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21 [Done] をク リ ッ ク します。

UNIX (Solaris または HP-UX)

1 コネク タ リ リースフォルダの Agent Installersディ レク ト リに収録されている

Oracle-Gen-AgentInstaller-Solaris.tar ファ イルまたは

Oracle-Gen-AgentInstaller-HPUX.tar ファ イルの内容を、 エージェン トのホーム

ディ レク ト リ となるディ レク ト リに展開します (TAR ファ イルの展開には tar xvf を使用

します )。 これによ り、 ホームディ レク ト リの Oracle-Gen-AgentInstaller-Solaris

ディ レク ト リ 、 または Oracle-Gen-AgentInstaller-HP-UXディ レク ト リ内に必要な

ディ レク ト リ構造が作成されます。

2 以下のコマンドを実行してウ ィザードを起動します。

<agent_home>/Oracle-Gen-AgentInstaller-Solaris/GenericOracleConnector.bin

または

<agent_home>/Oracle-Gen-AgentInstaller-HP-UX/GenericOracleConnector.bin

以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Extracting the installation resources from the installer archive... 
Configuring the installer for this system's environment... 
Launching installer... 
Preparing CONSOLE Mode Installation... 
========================================================== 
(created with InstallAnywhere by Zero G)
------------------------------------------------------------
Choose Install Folder
---------------------
Where would you like to install?
Default Install Folder: /Generic-Oracle-Connector
ENTER AN ABSOLUTE PATH, OR PRESS <ENTER> TO ACCEPT THE DEFAULT:

3 エージェン トのインス トール先を指定します。 パスを入力し、 ENTER キーを押すします。 デ

フォルト設定をそのまま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押します。 以下の

メ ッセージが表示されます。
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===============================================================
Choose Link Location 
-------------------- 
Where would you like to create links?
->1- Default: /
2- In your home folder
3- Choose another location...
4- Don't create links
ENTER THE NUMBER OF AN OPTION ABOVE, OR PRESS <ENTER> TO ACCEPT THE 
DEFAULT:

4 エージェン トのシ ョート カッ トの作成先を選択します。 表示されるオプシ ョ ンから適切な番
号を選択し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用する場合は、 何も入

力せずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Pre-Installation Summary
------------------------
Please Review the Following Before Continuing:
Product Name:
Generic-Oracle-Connector
Install Folder:
/install_dir
Link Folder:
/
Disk Space Information (for Installation Target):
Required: xxx bytes
Available: yyy bytes
PRESS <ENTER> TO CONTINUE:

5 インス トール前の概要情報を確認し、 ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示され

ます。

===============================================================
Installing...
-------------
[===============|===============|==============|==============]
[---------------|----------------|--------------|-------------]
===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the port number where database server listens. Hit <ENTER>
to accept default.
Enter DB_PORT : (DEFAULT: 1521 ):

6 データベースのポート番号を指定し、 ENTER キーを押して先に進みます。 デフォルトの設定

をそのまま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが

表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the driver string (Driver string to be used by Java
program to connect to the database).
Enter the database driver : (DEFAULT: oracle.jdbc.driver.OracleDriver):

7 データベースド ラ イバの名前を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのま

ま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押して先に進みます。 以下のメ ッセージ

が表示されます。
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===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the driver URL (URL to be used by Java program to connect
to the database).
Enter the database URL : (DEFAULT: jdbc:oracle:thin):

8 JDBC URL を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用する場合

は、 何も入力せずに ENTER キーを押して先に進みます。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the database service name.
Enter the service name : (DEFAULT: ): SIDB

9 データベースの名前を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用す

る場合は、 何も入力せずに ENTER
キーを押して先に進みます。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enable Server Secure (Y/N) ?
Enable Server Secure : (DEFAULT: N) : y

10 安全な通信を有効にする場合は、 y を入力して ENTER キーを押します。 デフォルトの設定を

そのまま適用する ( 安全な通信を使用しない ) 場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押して

先に進みます。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the URL where spml is to be sent by reverse sync.
Enter the concero server URL : (DEFAULT: ): http://
localhost:7001/lmz/webservice

11 SPML リ クエス トの送信先となる Select Identity Web サービスの URL を入力し、 ENTER
キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER
キーを押します。 安全な通信を有効にする と きは、 Web サービスの URL を HTTPS 形式で

指定する必要があ り ます。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the interval (in seconds) at which polling is desired for reverse 
sync.
Enter poll delay : (DEFAULT: 10):

12 エージェン トはリ ソースに対する変更を定期的に確認します。 このポーリ ング間隔 ( 単位は

秒 ) を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用する場合は、 何も

入力せずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the port where the agent should listen.
Enter the agent port : (DEFAULT: ):6000
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13 エージェン トが待機するポートの番号を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定

をそのまま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが

表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the time (in milli seconds) for which the agent should
wait before sending SPML.
Enter the spml delay : (DEFAULT: 100):

14 エージェン トが Select Identity サーバーに SPML リ クエス ト を送信するまでの遅延時間 ( 単
位はミ リ秒 ) を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用する場合

は、 何も入力せずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the Number of Retries to send SPML
Number of Retries to send SPML : (DEFAULT: 3): 5

15 障害が発生した場合、 エージェン トは Select Identity サーバーに SPML リ クエス トの再送信

を試みます。 この試行回数を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま

適用する場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter the time (in milliseconds) This is Delay Between Retries
(Number of mSec the agent will wait before going to next Retry)
Enter the spml retry delay : (DEFAULT: 100): 10000

16 障害が発生した場合、 エージェン トは Select Identity サーバーに SPML リ クエス ト を再送

信します。 この再送信までの遅延時間 ( 単位はミ リ秒 ) を入力し、 ENTER
キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER
キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter Directory Path of the XML mapping file. (e.g. If the
mapping file is "/osd5/trulogica/xxx.xml", enter "/osd5/
trulogica/" including slashes)
Directory Path of the XML mapping file. (DEFAULT: ): /opt/

17 マッピングファ イルへのパスを入力し ( 後のスラ ッシュは必要ですが、 ファ イル名は不要

です )、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま適用する場合は、 何も入力せ

ずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configuring the Agent
---------------------
Enter name of the XML mapping file. (Enter extension also.)
Name of the XML mapping file. (Enter extension also.) (DEFAULT:
) : xxx.xml

18 マッピングファイルの名前を入力し、 ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそのまま

適用する場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。
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===============================================================
XML Mapping Path
-----------------
This is your directory path of Mapping File
"/opt/"
This is the Mapping File
"xxx.xml"
Is it Correct Path ?(Y/N) (DEFAULT: Y): y

19 デフォルトの設定 (y) をそのまま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER キーを押します。

値を変更する場合は、 n を入力してから ENTER キーを押します。 y を適用した場合は、 以下

のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configure Operation Attribute Parameter
---------------------------------------
Enter Select Identity Admin Username
Select Identity Admin Username : (DEFAULT: ): sisa

20 Select Identity の管理者ユーザー名を入力し、 ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが

表示されます。

===============================================================
Configure Operation Attribute Parameter
---------------------------------------
Please Enter the Encrypted Select Identity Admin User's
Password: abc123

21 管理者のパスワードを入力し、 ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configure Operation Attribute Parameter
---------------------------------------
Enter the XSL file name (without Extension)
XSL file name (without Extension): (DEFAULT: ): Oraclemap

22 Select Identity サーバー上の XSL ファ イルの名前を入力します。 拡張子 (.xsl) が入力されて

いないこ とを確認して、 ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configure Operation Attribute Parameter
---------------------------------------
Enter the Select Identity resource name
Select Identity resource name : (DEFAULT: ): GenOracleResource

23 Select Identity の Oracle データベースサーバーリ ソースの名前を入力し、 ENTER キーを押

します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Configure Operation Attribute Parameter
---------------------------------------
do you want to Enable Reverse Sync(true/false)?
Enable Reverse Sync? (Y/N) (DEFAULT: Y): y

24 リバース同期を使用するかど うか指定します。 使用する場合は y、 使用しない場合は n を入

力し、 ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Connection Credentials
----------------------
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Enter user name.

Enter user name : (DEFAULT: ): TEST

25 管理権限を持つ Oracle データベースユーザーのユーザー名を入力し、 ENTER キーを押しま

す ( エージェン トはこのユーザー名でデータベースに接続します )。 以下のメ ッセージが表

示されます。

===============================================================
Connection Credentials
----------------------
This installation requires a password to continue.
Enter password : : password

26 キース ト アを作成します。 インス トーラはキース ト アを作成して、 キーを生成します。 キー
ス ト アを使用して リ ソースパスワードが暗号化されます。 たとえば、 以下のコードは
mykeystore という名前のキース ト アを作成します。 キース ト アのパスワードは mypass に

設定されます。 mykey という名前のキーが生成され、 キーのパスワードは mypass2 にな り

ます。

===================================================================
Create Keystore
---------------
Enter keystore file name

Enter keystore file name: (DEFAULT: ): mykeystore

===================================================================
Create Keystore
---------------
Enter keystore password

Enter keystore password : : mypass

===================================================================
Create Keystore
---------------
Enter key alias

Enter key alias: (DEFAULT: ): mykey

================================================
Create Keystore
---------------
Enter key password

Enter key password : : mypass2

27 上記ユーザー名に対応するパスワードを入力し、 ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージ

が表示されます。

===============================================================
Reverse Trigger Install
-----------------------------------
The values you just entered have been copied to file\
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Generic-Oracle-Connector\conf\properties.ini. If you want to change
anything please edit the file.
Do you want to install reverse triggers now? (Y/N)
(DEFAULT: Y) : y

28 リバース同期を有効にするには、 リバース ト リガをインス トールする必要があ り ます。 ト リ
ガをインス トールする場合は、 y を入力して ENTER キーを押します。 デフォルトの設定をそ

のまま適用する場合は、 何も入力せずに ENTER を押します。 このインス トールを省略する

場合は、 n を入力して ENTER キーを押します。 y を適用した場合は、 以下のメ ッセージが表

示されます。

===============================================================
Reverse Trigger Install Summary
--------------------------------------
Reverse Trigger Install SUCCEEDED. Please see the logs for
details.
PRESS <ENTER> TO CONTINUE: y

29 ENTER キーを押して先に進みます。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
View Logs
---------
Do you want to see detailed logs? (Y/N) (DEFAULT: Y): y

30 インス トールログファイルの内容を確認する場合は、 y を入力して ENTER キーを押します。

それ以外の場合は、 n を入力して ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

========================================================
Agent Installation Mode
-----------------------
Do you want to install agent as a Daemon process? (DEFAULT: Y)

31 エージェン ト を UNIX デーモンと してインス トールする場合は、 y を入力して ENTER キーを

押します。 エージェン ト をコンソールアプリケーシ ョ ンと してインス トールする場合は、 n を

入力して ENTER キーを押します。 y を適用した場合は、 以下のメ ッセージが表示されます。

========================================================
Get User Input
--------------
Enter requested information
Enter Application Name for Daemon (DEFAULT: ): OracleGenericAgent

32 デーモン名を入力し、 ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示されます。

========================================================
Daemon Status
Starting OracleGenericAgent...
PRESS <ENTER> TO ACCEPT THE FOLLOWING (OK):
========================================================
Summary
-------
Congratulations! Generic-Oracle-Connector has been successfully installed
to:
/space/Generic-Oracle-Connector
PRESS <ENTER> TO CONTINUE:

33 ENTER キーを押してインス トールウ ィザードを終了します。
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インストールされるファイル

エージェン トに関連してインス トールされるディ レク ト リ構造とファ イルは以下のリ ス トのとお
りです。

ディ レク ト リ と ファ イル 説明

agent_home/ 以下のファ イルが含まれます。

• AddToStartupGroup.cmd/sh － 起動グループにアイコ
ンを追加します。

• CopyFile.cmd/sh － エージェン トによるファ イルのコ
ピーに使用されます。

• DelFile.cmd/sh － エージェン トによるファ イルの削除
に使用されます。

• setup.cmd/sh －リバース ト リガをインス トールします。

• sqlapp.jar － エージェン トの JAR ラ イブラ リ。

• SQLConnectorConsole.cmd/sh － エージェン ト をコン
ソールと して起動します。

• uninstall.cmd/sh － ト リガをアンインス トールします。

• passwordEncrypt.cmd/sh － Properties.ini ファ イ
ルと opAttributes.properties ファ イルのそれぞれの
暗号化されたパスワードを組み込むためのユーティ リ
ティ。

• PortTest.cmd/sh － エージェン トの Properties.ini
ファ イルに指定されているポート番号の可用性を調べる
ユーティ リ ティ。

• LogonTest.cmd/sh － データベース との接続を確認する
ユーティ リ ティ。

agent_home/conf/ 以下のファ イルが含まれます。

• properties.ini － エージェン トの設定が記録されてい
ます。

• opAttributes.properties － リバース同期の設定が記
録されています。

• log4j.properties － ロ ギングの設定が記録さ れてい
ます。

agent_home/conf/com XML マッピングファ イルが格納された trulogica/

truaccess/ connector/schema/spmlディ レク ト リの構

造が含まれます。

agent_home/lib/ エージェン トが使用する JAR ファ イルが含まれます。

agent_home/logs エージェン トが作成するログファ イルが保存されます。

agent_home/Uninstall_ 
Generic-Oracle-Connect
or/

エージェン ト をアンインス トールするためのファイルが含ま
れます。 このサブディ レク ト リは、 インス トールウ ィザード
を使用してエージェン ト をインス トールした場合にのみ作成
されます。
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エージェン トの起動

エージェン ト を起動するには、 エージェン トのホームディ レク ト リに格納された
SQLConnectorConsole.cmd ファ イル (Windows 環境 )、 または SQLConnectorConsole.sh

ファ イル (HP-UX 環境 ) を実行します。 このプログラムは、 データベースの管理権限を持つユー

ザーのユーザー名とパスワードを使用して、 ログをデータベースサーバーに記録します。

たとえば Windows 環境では、 以下のファ イルを実行します。
<agent_home>/SQLConnectorConsole.cmd 

リバース同期 ( リバース ト リガ ) を実行する前に、 またはこれを設定せずにエージェン ト を起動

する と、 リバース ト リガが無効であるこ とを示すメ ッセージが表示されます。

エージェン トデーモンの操作

エージェン ト を HP-UX または Solaris プラ ッ ト フォームにインス トールした場合は、 以下の手

順を実行してエージェン トのデーモンを開始します。

1 <agent_home>/bin ィ レク ト リに移動します。

2 デーモンを開始するには、 以下のコマンドを実行します。

 $ ./SQLConAgent start

3 デーモンを停止するには、 以下のコマンドを実行します。

 $ ./SQLConAgent stop

4 デーモンのステータスを確認するには、 以下のコマンドを実行します。

 $ ./SQLConAgent status

データベースアカウン ト と Select Identity のパスワードの変更

エージェン ト をインス トールした後にデータベースアカウン トのパスワード、 または Select 
Identity の管理者パスワードを変更する と きは、 エージェン ト を更新して変更を適用する必要が

あ り ます。

エージェン トのパスワードを変更するには、 Oracle データベースサーバーコンピュータで以下

の手順を実行します。

• データベースのパスワードを変更するには、 Windows のコマンドプロンプ トで以下のコマ

ンドを実行します。

<install_dir>\passwordEncrypt.cmd -r <db-password>

この 「<install_dir>」 はエージェン トの場所、 「<db-password>」 はデータベースの新しい

パスワードを表します。

• Select Identity の管理者パスワードを変更するには、 Windows のコマンドプロンプ トで以

下のコマンドを実行します。

<install_dir>\passwordEncrypt.cmd -s <SI-password>

この 「<install_dir>」 はエージェン トの場所、 「<SI-password>」 は

Select Identity の新しいパスワードを表します。
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6 コネクタのアンインストール
Select Identity から Oracle コネクタをアンインス トールするには、 以下の手順を実行します。

• リ ソースの依存をすべて削除します。

• Select Identity からコネクタを削除します。

• アプ リ ケーシ ョ ンサーバーからコネクタを削除します。

• エージェン ト をアンインス トールします。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと Select Identity からのコネクタの削除については、 『HP Select 
Identity Connector Deployment Guide』 を参照して ください。

Windows 環境からのエージェン トのアンインストール

Windows サーバーからエージェン ト を削除するには、 以下の手順を実行します。

1 [ スタート ] メニューから [ プログラム ] → [Generic-Oracle-Connector] → [Uninstall Agent] を選

択します。 ウ ィザードが表示されます。

2 初の画面の [Next] をク リ ッ ク します。

3 インス トールした リバース ト リガをアンインス トールする場合は、 データベースの資格証明
を指定し、 [Uninstall] をク リ ッ ク します。

4 ト リ ガが正し くアンインス トールされたこ とを示すポップアップダイアログが表示された
ら、 [Continue] をク リ ッ ク します。

5 [Uninstall Complete] ダイアログが表示されるので、 [Done] をク リ ッ ク してウ ィザードを終

了します。

UNIX (Solaris または HP-UX) 環境からのエージェン トの

アンインストール

UNIX サーバーからエージェン ト を削除するには、 以下の手順を実行します。

1 以下のコマンドを実行してウ ィザードを起動します。

agent_home/Uninstall_Generic-Oracle-Connector/
Uninstall_Generic-Oracle-Connector

以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Preparing CONSOLE Mode Installation...
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===============================================================
(created with InstallAnywhere by Zero G)
-----------------------------------------
===============================================================
Uninstall Generic-Oracle-Connector
---------------------------------
About to uninstall...
Generic-Oracle-Connector
This will remove features installed by InstallAnywhere. It will
not remove files and folders created after the installation.
PRESS <ENTER> TO CONTINUE:

2 ENTER キーを押して先に進みます。 以下のメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Get User Input
--------------
Enter requested information
Enter user name : (DEFAULT: ): TEST

3 データベースのユーザー名を入力して ENTER キーを押します。 以下のメ ッセージが表示さ

れます。

===============================================================
Get User Input
--------------
Enter requested information
Enter password : (DEFAULT: ): password

4 ユーザーのパスワードを入力し、 ENTER キーを押します。 インス トーラによって リバース ト

リ ガが削除され ( インス トールされている場合 )、 削除の成功または失敗を示す以下のよ う

なメ ッセージが表示されます。

===============================================================
Executed the command
--------------------
"/Generic-Oracle-Connector/Uninstall.sh" -userName "TEST" -password
"password"
Reverse Trigger Uninstall Summary
Reverse Trigger Uninstall SUCCEEDED.

5 ログファ イルの内容を確認する場合は [Show Logs] を選択し、 ENTER キーを押します。

6 ENTER キーを押してウ ィザードを終了します。
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A ト ラブルシューティング
この付録では、 コネク タ とそのエージェン トのインス トール時または使用時によ く見られる問題
について説明します。

コネクタのインストール

こ こでは、 コネクタのインス トール時または使用時によ く見られる問題について説明します。

• コネク タの再配布後に Select Identity が現在のコネク タに関する情報を表示しない。

考えられる原因 :  アプリ ケーショ ンが、 キャッシュされたコネクタファイルを使用しています。

解決方法 :  アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを再起動します。

• Select Identity がマッピングファ イルの 新情報を表示しない。

考えられる原因 :  アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが、 キャ ッシュされたマッピングファ イルを使

用しています。

解決方法 :  アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを再起動します。

• 既存のリ ソースのマッピングファ イルが変更された場合に、 リ ソースを変更して新しいマッ
ピングファ イルを追加しよ う とする と、 次のエラーメ ッセージが表示される。
Application cannot be modified at this time

考えられる原因 :  新しいマッピングファイルと古いファイルの間に大幅な不一致があり ます。

解決方法 :

—  新しいマッピングファ イルを使用して新しいリ ソースを作成します。

—  現在のリ ソースのすべての属性のマッピングを解除し、 新しいマッピングファ イルを参

照するよ うに リ ソースを変更します。 ただし、 すでにこのリ ソースを使用してユーザー
のプロビジ ョニングを行っている場合は、 2 番目の方法は使用できません。

• Select Identity はユーザーを正し く追加するが、 新しいユーザーがリ ソースのデータベース

テーブルに反映されない。

考えられる原因 :

— マッピングファ イルに USER ENTITY の CREATE 処理が指定されていません。

— マッピングファ イルに Key 属性およびその他の属性の CREATE 処理が指定されていま

せん。

解決方法 : 属性マッピングユーティ リ ティ を使用して、 Entity/Attribute に CREATE 処理を

追加します。 エンティティの CREATE 処理の追加方法については、 HP Select Identity 管

理者向けオンラインヘルプを参照して ください。
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エージェン ト と ト リガのインストール

こ こでは、 リバース同期のインス トール時または設定時によ く見られる問題について説明します。

• エージェン トのインス トール時に、 次のいずれかのメ ッセージに似たエラーメ ッセージが表
示される。

Object already exists

Table_Audit (or Column_Audit) already exists

考えられる原因 :  おそら くエージェン トの以前のインス トール試行時または設定試行時に作

成された、 ト リガまたは監査テーブルが残されています。

解決方法 :  uninstall.cmd を実行するか (Windows 環境 )、 または uninstall.sh (UNIX 環境 )
を実行してデータベースから ト リガを削除します。 データベースから  Table_Audit、
Column_Audit、 SID_TAB の各テーブルが削除されたこ とを確認して ください。 正し く削

除されていない場合は、 そのテーブルを手動で削除してからエージェン ト ト リ ガをインス
トールします。

• NullPointerException とい う例外が発生する。

考えられる原因 :  指定したマッピングファ イルがク ラスパスに含まれていません。

解決方法 :  このファ イルが Install/conf ディ レク ト リに格納されているこ とを確認します。

また、 ファ イル名が properties.ini ファ イルに正し く指定されているこ とを確認して くださ

い。 大文字と小文字は区別されます。 マッピングファ イルの形式も確認して ください。

• エージェン トのインス トールウ ィザードを起動できず、 エラーメ ッセージが表示される。

考えられる原因 :  環境変数 System Path に JVM が含まれていない、 または Java 1.4 を使用

できません。

解決方法 :  System Path に Java 1.4 を追加して ください。

• リバース同期ト リガの配布時にインス トールが停止し、 例外を示すメ ッセージが表示される。

考えられる原因 :  使用しているデフォルト JDK の Java が 1.4 よ り古いバージ ョ ンです。

解決方法 :  JAVA_HOME変数を Java バージ ョ ン 1.4 のパスに設定します。

• エージェン トのインス トールウ ィザードを起動できず、 エラーメ ッセージが表示される。

考えられる原因 :  システム環境変数 PATHに JVM が含まれていません。 または Java 1.4 を

使用できません。

解決方法 :  システム PATHに Java 1.4 を追加して ください。

• JZ006 Exception. Cannot connect to database.と いう エラーメ ッセージが表示される。

考えられる原因 :  ホス ト名がデータベースサーバーの正しい IP アドレスに解決されていな

い可能性があ り ます。

解決方法 :  適切な IP アドレスを指定します。

• エージェン トのインス トール時に、 データベースのユーザー名とパスワードを正し く指定し
ても、 Invalid Login credentials とい うエラーメ ッセージが表示される。

考えられる原因 :

— 環境変数 JAVA_HOMEが正し く設定されていないか、 まった く設定されていません。

— システム CLASSPATHに JDBC ド ラ イバの JAR が含まれていません。
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— commons-logging.jar ファ イルが JAVA_HOME/jre/lib/ext フォルダに含まれ

ています。

— ログファ イルに記録されていないその他の原因が存在します。

解決方法 :

— java.exe ファ イルを含む bin フォルダにアクセスできるパスを JAVA_HOMEに設定し

ます。

— JDBC の JAR のパスをシステム CLASSPATHに指定します。

— log4j-1.2.8.jar ファ イルと commons-logging.jar を同じパスに配置します。

— 上記の方法でも解決できない場合は、 エージェン トに付属する LogOnTest.cmd/sh
ユーティ リ テ ィ を使用して問題をデバッグして ください。 このユーティ リ ティは、 コマ
ンドプロンプ トから次のよ うに実行します。

<agent_home_folder>/LogonTest.cmd -userName <db_username> -Password 
<db_password>

これによ り、 データベース との接続が試みられ、 結果 ( またはエラー ) がコマンド ウ ィ

ンド ウに返されます。

• エージェン ト をサービス と して登録する と きに、 指定した Windows アカウン ト名が受け付

けられない。

考えられる原因 :

— Windows アカウン ト名を完全な形式 (<Domain_Name>/<user name>) で指定していま

せん。

— ローカルアカウン ト を localhost\administrator とい う形式で指定しています。

解決方法 :

— エージェン ト をサービス と して登録する と きは、 Windows ユーザー名 ( およびド メ イン

名 ) を完全な形式で指定する必要があ り ます。

—  localhost とい う アカウン ト名はサポート されません。 その代わりに、 ローカルアカウ

ン トの前にコンピュータ名を指定できます。 たとえば、 machine1\Administratorのよ

うに指定して ください。

• エージェン トの配布中に CREATE VIEW permission denied in database とい うエラー

メ ッセージが表示される。

考えられる原因 : データベースのユーザーアカウン トにデータベースに必要な権限が足り ま

せん。

解決方法 :  適切な権限を持つユーザーを選択してエージェン ト をインス トールします。

• エージェン トの配布中に Class Not Found Exception caught Can not establish 

connection to the DB というエラーメ ッセージが表示される。

考えられる原因 :  データベースサーバーコンピュータのシステム CLASSPATHに JDBC ド ラ

イバのファ イルが含まれていません。

解決方法 :  JDBC の JAR ファ イルをシステム CLASSPATH に含めます。

• エージェン トサービスは正し く登録されるが、 開始されない。

考えられる原因 : 

— 指定したユーザーアカウン トの権限が不足しています。

— コンピュータで複数の JVM インスタンスが実行されており、 サポート されないバー

ジ ョ ンの JRE (1.3 または 1.5) によってエージェン トが呼び出されています。 この場合

は、 ログに以下のエラーが残されます。
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Wrapper Started as Service

Launching a JVM...

| WrapperSimpleApp: Unable to locate the class 
com.trulogica.sql.conncore.commanager.ComManager: 
java.lang.UnsupportedClassVersionError:com/trulogica/truaccess/
connector/exception/TAConnectorException (Unsupported major.minor 
version 48.0)

解決方法 :

— [ サービス ] ウ ィンド ウを開き、 新たに登録したエージェン トサービスを右ク リ ッ ク しま

す。 [ プロパティ ] を選択し、 [ ログオン ] タブを選択します。 [ アカウン ト ] オプシ ョ ン

が選択されている場合は、 [ ローカル システム アカウン ト ] を選択してオプシ ョ ンを切

り替えます。

— 異なるバージ ョ ンの JRE がインス トールされていないかど うか、 システムを調べます。

JRE 1.4 のみが実行され、 システム PATH変数と JAVA_HOME変数にこのバージ ョ ンが含

まれるこ とを確認して ください。

• Select Identity から Oracle テーブル列の DATEデータ型へのプロビジ ョ ニング時に以下のエ

ラーメ ッセージが表示される。

java.sql.SQLException: [BEA][Oracle JDBC Driver][Oracle]ORA-01861: literal 
does not match format string

考えられる原因 : DATE型のテーブル列は、 Date型の Select Identity 属性にマッピングされ

ます。 DATE型のデフォルト形式は Oracle では DD-MMM-YYですが、 Select Identity で Date

型の属性がサポートするのは汎用日付形式 (YYYY-MM-DD HH:MM:SS) です。 Select Identity
側の日付形式が Oracle テーブルでサポート される形式とは異なる場合にこのエラーが発生

します。

解決方法 :  DATE型のテーブル列を String 型の Select Identity 属性にマッピングします。 こ

の場合、 Oracle テーブルの列でサポート される日付パターンを入力するために String 型の

属性にパターン制約を強制するこ とができます。

• Select Identity または DB パスワードが Properties.iniおよび

opAttributes.properties ファ イルに書き込めません。

考えられる原因 :

BouncyCastle Provider jar が <JRE_HOME>/lib/extディ レク ト リにコピーされていま

せん。 この場合は、 ログに以下のエラーが残されます。

Change DB password:

Caused by: java.lang.ClassNotFoundException: 
org.bouncycastle.jce.provider.BouncyCastleProvider

Change SI password:

java.security.NoSuchAlgorithmException: Cannot find any provider 
supporting RSA/NONE/PKCS1PADDING

解決方法 :

使用中の jdk バージ ョ ンに適した BouncyCastle Provider jar ファ イルを http://
www.bouncycastle.org/ からダウンロード して、 jar ファ イルを <JRE_HOME>/lib/
extディ レク ト リにコピーします。

• エージェン トのデーモンアプリ ケーシ ョ ンを開始できません。

考えられる原因 :

BouncyCastle Provider jar が <JRE_HOME>/lib/extディ レク ト リにコピーされていま

せん。 この場合は、 ログに以下のエラーが残されます。
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Caused by: java.lang.ClassNotFoundException: 
org.bouncycastle.jce.provider.BouncyCastleProvider

解決方法 :

使用中の jdk バージ ョ ンに適した BouncyCastle Provider jar ファ イルを http://
www.bouncycastle.org/ からダウンロード して、 jar ファ イルを <JRE_HOME>/lib/
extディ レク ト リにコピーします。

エージェン トの実行

こ こでは、 エージェン トの実行時によ く見られる問題について説明します。

• 以下のよ うな例外メ ッセージが表示される。

java.net.BindException: Address in use: JVM_Bind

考えられる原因 :  システムでエージェン トが待機しているポートが、 おそら くは別に呼び出

されたエージェン トによってすでに使用されています。

解決方法 :  以前に呼び出したエージェン ト を停止してからエージェン ト を実行します。

• 以下のよ うなエラーメ ッセージが表示される。

Invalid Object schema.tableName

考えられる原因 : マッピングファ イルに誤ったスキーマが指定されています。

解決方法 :  マッピングファ イルを調べます。 マッピングファ イル形式の詳細については、

HP Select Identity 管理者向けオンラインヘルプを参照して ください。

• 以下のよ うなエラーメ ッセージが表示される。

Invalid Object Table_Audit or Column_Audit

考えられる原因 :  監査テーブルが削除または移動されています。 または、 ト リ ガにアクセス

できません。 ト リガが失敗する と、 ト リ ガを呼び出した操作もロールバッ ク されます。

解決方法 :  監査テーブル (Table_Audit、 Column_Audit) が使用可能であるこ とを確認しま

す。 それでも解決できず、 コネク タの操作が失敗する と きは、 ト リガと監査のテーブルをア
ンインス トールするこ とで解決できますが、 アンインス トールによって リバース同期は停止
します。

• エージェン ト コンソールの起動時に Log4jFactory という例外が発生する。

考えられる原因 :  エージェン トがク ラスパスから log4j-1.2.8.jar ファ イルを検出でき

ません。

解決方法 :  ク ラスパスに JAR ファ イルを追加します。

• エージェン トの起動時または実行時に The system cannot find the path specified と

いうエラーメ ッセージが表示されます。

考えられる原因 :  エージェン トがシステム PATHから Java を検出できません。

解決方法 :  データベースサーバーコンピュータに JAVA_HOME変数が設定され、 システム

PATHに Java が含まれているこ とを確認して ください。

• リバース同期のパスワード リセッ ト リ クエス トが正し く送信されたこ とはエージェン ト ログ
に記録されているが、 Select Identity ではリ クエス トのステータスが更新されず、 Select 
Identity でパスワードが更新されない。

考えられる原因 :  Oracle データベース用に Select Identity に作成された リ ソースの User 

Reconciliation Policyの Recon Filterが ExtendedSPMLRequestFilterに設定され

ていません。

解決方法 :  パスワード リセッ トのためにエージェン トから送信される拡張リ クエス トは、 そ

のままでは Select Identity に受け付けられません。 Select Identity が拡張リ クエス ト を受け

付けるよ うにするには、 Recon Filterの設定が必要です。
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